
　第22期（2024年3月期）通常総会において、理事長の役職を2期4年担っ
てきた助川英治氏から、事務局長を務めてきた酒井基次氏に交代しました。
お二人に理事長の仕事に対する思いや NPO クラブの現状、今後の活動方針、
会員へのメッセージなど語っていただきました。<司会：斉藤江美 >

新旧理事長対談
五代目理事長　助川 英治×六代目理事長　酒井 基次

司会（斉藤）：本日はお忙しいところありがと

うございます。助川さん、2 期 4 年間、理事長、

お疲れ様でした。

　本日は本当にざっくばらんにお話を伺いた

いと思うので、ご苦労されたこととか、 楽し

かったこと、やり切ったことなど、自由に話

していただけたらと思います。

助川：もう 4 年間ですからね。しかも私が就

任したのは、ちょうど 2020 年の頃で、コロ

ナが流行っていて、しかも私が腹部大動脈瘤っ

ていう大病を患ったタイミングで、それで退

院してきたら、私を理事にして理事長にする

というね、 そんな話が出てきて、僕はもう 6

年間理事をやっていたし、体の部分でもあん

まり自信なくどうしようか考えました。

　その頃は、今回と違って理事長は理事の互

選でしたから、コロナで 5 月の理事会は本当

に形式的な形で、役員の再任というだけで終

わりました。

　そして 7 月にオンラインとのハイブリッド

式の役員改正の臨時総会で就任しました。

　苦労したことと言えば、就任の 2020 年か

ら始まって 3 年間。いわゆる従来の 1 億を超

えた売り上げがコロナ禍で 2、3 割落ちてそ

ういうのがずっと 3 年続くわけですからね。

　 そ れ で、 今 年 と 去 年 で す か ね、 や っ と

2023 年ようやくコロナで回復の兆しが見え

たいうことで、この 3 年間は先が見えず本当

に大変でした。

　コロナがほぼ収束しても去年の売り上げは

そんなに伸びてないのですが、先輩方から絶

対赤字にしちゃダメだ。と言われてこれが結

構辛い部分で苦労しました。

　しかし、会員の皆さん方も協力してくれて

なんとか少額の赤字で乗り切れました。

　そういう意味でも、次の新理事長酒井さん

も事務局長をやられて、経理的にも中身は知っ

ているし、それが次のステップにきっと繋がっ

ていくと思います。

　次年度の話をすると、結構いい予算を組め

たんでいいバトンタッチが出来ました。

司会（斉藤）：助川さんは前任の理事長からは

何か引き継ぎはされましたか。

助川：中期活動方針です。前任の山口さんは、

俺はいわゆるショートリリーフだということ



　 　　 　

収入とのバランスを取りながら、なおかつ

NPO 活動を拡大していくということが一番の

目標ということです。

　それから、今年度については、 経済産業省

の中堅・中核企業の経営力強化支援というよ

うな新しい取り組み、2015 年以来９年ぶり

に経済産業省の大きな案件ということで、テー

マ型で受託できました。

　それ以外にもいくつかの案件が、受託でき

そうな可能性はあるので、そういう意味では

24 年度からスタートする中期活動方針の初

年度としては、非常にいいスタートが切れそ

うな感じがしております。 

　ただ、例えば経済産業省のテーマ型案件に

しても、そのテーマの内容が医療、福祉、健

康で、 秋田県も三重県と同じように医療分野

の新規受託となるため、受託を出来れば非常

にありがたいことと思いますが、医療福祉健

康分野の取り組みメンバーが限られるため、

どうやってそのメンバーの枠を広げていくか

という大きな課題があります。自動車につい

ても自動車企業出身者が少し増えてはいるん

ですが、どうしても同じメンバーで、色々な

案件を回していかなきゃいけないというとこ

ろが課題と言えます。 

　それに新たな案件が加わってくるとなると、

やはり特定の会員に、一定の負荷がかかる懸

念があります。

 　会員の平均が 73.0 歳にちょっと上がりま

したので、これは毎度のことですが、やはり

健康が何を言っても活動のベースになるんで、

その点を踏まえながら 取り組みを進めたい。

　それからもう 1 つは、中期活動方針の重点

課題にもなってるように、新規領域収益事業

開拓あるいは人材不足対策とか、 従来十分に

取り組んでこれなかった分野についても取り

組みを進めていきたいと思います。これらに

関しても、できるだけ新しい会員にも参画い

ただいて、そういう意味では、ベテランと新

で、1 つは夢を語ろう。10 年後のＮＰＯク

ラブを考えようということでした。

　基本的には 3 年間の中期活動方針があるの

ですが、山口さんはロマンチストなところが

あるから、その先の 10 年先を考えようとい

う思いでした。

司会（斉藤）：楽しかったこと、嬉しかったこ

とは？

助川：任期中に 20 周年という節目を迎え記

念事業を実施し、先月も関西グループの 10

周年と 2 つの記念事業に立ち会えたのは、非

常に嬉しかったですね。

 

司会（斉藤）：それでは、続いて新理事長酒井

さん、ご就任おめでとうございます。

まず最初に、何回も聞かれと思いますが、抱

負をお話しいただければと思います。

酒井：そうですね、先ほど助川理事長からお

話しもありましたけど、 23 年度は収入も増え

ていますが、従来と比較して 収入が増える以

上に費用がかかるような構造になっています。

　1 つは、コロナ禍において基本的にＷＥＢ

で参加をするというのはある程度定着をして、

そしてリアルが復活した。従来から比べると

リアルの部分にプラスＷＥＢの参加者も増え

ています。参加者が増えること自体いいこと

なのですが。その分トータルとしてのコスト

はアップしています。その部分が何か活動に

繋がれば非常に望ましいことですが、やはり



しい会員がコンビを組んで、案件に取り組ん

でいただければ、非常に活性化につながると

思っています。

司会（斉藤）：はい、ありがとうございます。

本当に今、案件受託までのご苦労もさること

ながら、受託してからの課題が大変山積みか

もしれないって気もしております。 

　会員に対して何かちょっと望んでること、

ちょっとこんな困ってること、新入会員への

メッセージ。そんな点では、何か一言いかが

でしょうか。

酒井：そうですね、新入会員について、 いわ

ゆる先輩の紹介で入会された方は、比較的 ス

ムーズに案件に取り組めますが、それ以外の

方は、色々な案件に参加するきっかけがやっ

ぱり 1 番重要と思います。エルダー制度があ

りますが、 十分に機能していない面もあるの

で、参加しやすいような雰囲気を作るという

のは結構大事だと思います。今、会員の皆さ

んが活動に参画しやすい環境を作るという重

点課題がありますが、まさにそういうことだ

と思います。

　それと、昨年設置されましたよろず相談承

りチーム（YS チーム）がありますが、エルダー

制度とは別の受け皿として、 セーフティー

ネットとして機能すればいいかなという風に

思っています。

司会（斉藤）：私の感想でも、まだ 3 年しか経っ

てないですけど、前に比べて、新入会員がど

んどん積極的に参画するようになっていい傾

向ですよね。

酒井：今活躍している会員は 3 年以内の方が、

結構多いですよね。それは 本人の資質もあり

ますが、積極的に本人が参加するっていうの

も大事だという風に思います。

　

重点課題のメンバーにも、必ず 1 チームに

2 ～３人は若手を入れるようにという方針も

しっかり出されてますし、先ずは、出来る出

来ないよりも、積極的に参加することが重要

ですね。 

　一度参加すれば、次の機会も参加しやすい。

メンバーの顔が直接会っていれば分かるので、

そういう意味では、 出来る出来ないよりも、

意思を持って参加するっていうことの方が大

事かなと思います。

助川：今の話で、いわゆる新しく入った若手

の活躍の場がどんどん広がっていますね。先

輩会員には技術に詳しい人とかいっぱいいま

すし研究会とかタスクチームに入れば勉強に

もなります。

司会（斉藤）：ありがとうございます。お二人

に聞きたいんですけど、新入会員時代という

か、このＮＰＯクラブに入られたきっかけで

すとか、そういったところのお話も、ぜひ 昔

話を聞かせてください。

助川：私はね、元々このＮＰＯクラブに会社

の先輩の冨長さんがいて誘われたのですが、

当時 医薬・健康食品関係の分野でコンサルを

自分で会社を作ってやってましたのでお断り

しました。

　大きな客先の取引があったのですが、それ

が 3 年目に契約が切れたんで、冨長さんに再

度当時のＩＫ会（今のヘルスケア）で医療部門

を強くしたいと誘われ、それだったら、興味



あるからっていうことで、それが入会のきっ

かけ、グッドタイミングだったんですね。

酒井：私の動機はですね、ＪＡ全農の子会社

にいましたので宇野さんが時々オフィスに来

ておられたんです。ＮＰＯクラブというのが

あるということは知っていたんで、面白そう

だということで自主的に入ったんです。

　最初、Ａグループに所属し、ＪＡグループ

の全農の子会社や農業関連を中心に販路開拓

していました。

　Ａグループには流通関係の大御所の三菱食

品の中島さん、東武ストアの鈴木さん、メー

カーではミツカンの伊藤さん他各専門家の人

がいらっしゃったんで、グループとしては非

常に面白い活動をしていました。その後Ａグ

ループのリーダーをやっていたところ、前任

の萩原さんが体調を悪くされたので、助川理

事長の指名により急遽事務局長をやることに

なりました。

　事務局長になってからは、Ａグループを中

心としてやっていましたが、他のグループと

の関わりも増えてきて、他のグループの定例

会にも参加するようにしました。仕事の幅と

しては広がったという風に思います。 

司会（斉藤）：そういったオールマイティーな

幅広い活躍以外も、いろんな特技、趣味もた

くさんあると聞いていますが。

酒井：趣味は同好会の料理教室に参加してい

るように、料理が昔から好きでした。生鮮食

品とか食品のバイヤーもしていたので、北海

道から九州までいろんな産地にも出向きまし

たし、実際にいただいた商品を自分で調理し

ていました。

　あと、最近は楽膳倶楽部の子ども食堂にも

参画しています。

　子ども食堂は食材を横浜冷凍などから調達

しています。 

　このきっかけは横浜冷凍のＳＤＧｓの発表

会があって、その時に東京営業所が子ども食

堂に食材提供してるという発表があり、東京

営業所の所長に確認したところ食材提供でき

るという回答をいただきスタートしました。

また時岡さんからは自分のビズフーズという

会社と取引のある冷凍食品会社を紹介しても

らい商品提供が可能となり、毎月第 1 日曜日

にお邪魔しています。いまだに弁当提供方式

ですけども、協力できる取り組みには参加し

ていきたいと思います。

司会（斉藤）：ありがとうございます。最後の

質問、唐突かもしれませんけど、座右の銘な

んて伺いたいんですけれども。

助川：私はね、基本的にゆるめっていうか、 

あんまりこう、くよくよしない。

　わかりやすく言うと、「明日は明日の風が吹

く」というのが基本の考えなんです。 

　だから、「人間万事塞翁が馬」その 2 つ、同

じようなことですが、それですね。

酒井：私はね、 基本的には決めたことはでき

るだけ早く実行するという、そういう「迅速

果断」という言葉が好きです。そういうこと

を基本的にやってきておりますし、これから

もやっていこうという、そんな感じです。

司会（斉藤）：本日はありがとうございました。


